
問１３　下線部⑫について、次の＜資料３＞は渋沢栄一による『論語と算盤』の一部を、現
代語に訳したものです。これを読んで、後の設問に答えなさい。

＜資料３＞
　有るものと無いものをお互いに融通し合うというのは、数千年前から言い尽くされた経済
上の原則であって、この大原則に反しては経済の発展は計画できるはずがありません。例え
ば佐渡からは（　a　）が算出され、越後からは米が生産されます。台湾からは砂糖が生産
されるし、関東地方からは（　b　）が生産されます。さらに国際間に拡大してみると、アメリ
カの小麦、インドの綿花のように、それぞれ土地によってその産物は違ってくるのですから、
われわれはアメリカの小麦粉を食べ、インドの綿花を買い、そして我が国は（　b　）や綿糸
を売っていくべきでしょう。この点は特に注意して、我が国に適する物を作り、適さない物を
仕入れるということを間違えないようにしなければなりません。

（１） 下線部の台湾について、台湾が日本に割譲されることになった条約の名を漢字で
答えなさい。
（２） 空らん（ a　）、（　b　）に当てはまる国の組合せとして正しいものを、次のア～エ
から一つ選び、記号で答えなさい。
ア　a-金　b-陶磁器
イ　a-金　b-生糸
ウ　a-銅　b-陶磁器
エ　a-銅　b-生糸

問１４　下線部⑬の第一次世界大戦について述べた分として誤っているものを、次のア～
エから一つ選び、記号で答えなさい。
ア　オーストリアの帝位継承者がサラエボで暗殺された事件が戦争のきっかけとなった。
イ　イギリス・フランス・ロシアなどの連合国（協商国）と、ドイツ・オーストリアなどの同盟国
に分かれて戦った。
ウ　日本はドイツ側の陣営に味方して出兵し、山東半島の青島を占領した。
エ　アメリカが連合国（協商国）側に加わり、ドイツが降伏して第一次世界大戦は終わった
。

問１５　下線部⑭について、次の設問に答えなさい。
（１） 国際連盟の本部が置かれた都市の名を答えなさい。
（２） 国際連盟について述べた分として正しいものを、次のア～エから一つ選び、記号で
答えなさい。
ア　アメリカ・イギリス・フランス・イタリアが常任理事国となった。

そろばん

ゆうずう

たいわん
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